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Ⅰ はじめに 1 
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Ⅱ ○○○（章の見出し） 6 

 7 

１ ○○○（節の見出し） 8 
 9 
1）○○○（項の見出し） 10 
  11 
 12 
 13 
 14 

原稿種目 

和文の著者名と所属 

（ × でわからないようにする） 

英文の著者名と所属 

（ × でわからないようにする） 

ここから本文（2段組）です。行番号は

削除しないこと。 

投稿原稿フォーマット 

 このフォーマットは、研究論文・総説・研究報告・論説を前提に作成しています。資料・書評の投稿の場合は、英文要

旨等は不要です。吹き出し・テキストボックス・赤字の箇所は説明用につけたもので、原稿作成時には削除してください。 

引用文献の記入例は原稿執筆要項にあるものを掲載しました。適宜、上書きする等してご利用ください。 
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Ⅴ おわりに 20 
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注 24 
(1) 総合的な学習の時間，文部科学省，25 

http://www.mext.go.jp …….pdf（2022年12月2426 
日核に） 27 
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 80 
 81 
＊同一年に同一著書の引用があった場合、著者名（年a）82 
のように、年の後に a、b、c のようにアルファベット83 
を入れる。 84 

＊ここでは種類順に並べているが、実際には日本語文献85 
と外国語文献を区別しないで、筆頭著者の姓のアルフ86 
ァベット順にする。 87 

 88 
＊連絡先などを、末尾に記載しないでください。本文中89 
に記載が必要な場合は、××××としてください。 90 

 91 
 92 
 93 
 94 
 95 
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 97 
 98 

引用文献が単行本の場合 

引用文献が単行本中の分担執

筆論文等の場合 

引用文献が雑誌の場合 

Webサイトからの引用の場合

（注扱いとし、末尾に、最後

に確認した年月日を入れる） 

 図表・写真は、別途１枚ずつ作成していただきます

が、本文中に図表を縮小して挿入し、実際に判読でき

るか確認できるようにしてください（ファイルが過度

に重くならないよう注意願います）。 

 高解像度のものを一点ずつ手元に保存しておき、編

集委員会より求められた場合にはすぐに提出できるよ

う準備しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ○○と××との関係 

引用文献が和訳書の場合 

引用文献が英語・欧文の場合 

（単行本や雑誌の名称はイタ

リック体とする。著者名は、

姓を先に記載し、カンマをつ

けファーストネーム等と区別

する） 

ここに記載されたことのほか、詳細は、投稿規程・

原稿執筆要項・統計に関する記述についてのガイド

ラインを参照し、所定の体裁・書式・記載方法等を

守ってください。 
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＊図表原稿は、原稿本文に埋め込むとともに、できるだけ原稿本文に続けて付け、1つのファイ

ルにまとめるものとするが、１つのファイルにまとめることが困難な場合は、ファイルをわ

けてもよい。 

その場合、ファイル名は、 

投稿原稿（著者名）1 

投稿原稿（著者名）2 

…          のようにする。 


